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１．自己紹介

２．現在従事している業務概要

３．人口減少に対する地域計画での取り組み
～従事業務の紹介～

１．自己紹介

１

【専門】
技術士取得部門は建設－都市及び地方計画
（地域計画）で、福井市中心市街地活性化の
取り組み業務を経験論文としている。

これまでの業務経験から建設－建設環境の
技術士に挑戦したこともある
（結果は残念ながら。。。）

２．現在従事している業務概要

２

まずは会社の紹介から



２．現在従事している業務概要

３

会社組織の中の位置づけは
社会基盤部門
・道路グループ
・保全技術･構造系グループ

水環境部門
・水工系グループ
・地域デザイングループ
・流域保全グループ
・新エネルギー開発室

都市計画部門
・都市計画･環境系グループ

地理空間情報部門
・空間計測グループ
・補償調査グループ
・統合情報系グループ

管理部門

取
締
役
会

２．現在従事している業務概要

４

従事している業務分野

都市計画部門
・都市計画･環境系グループ

○都市･地域計画 まちづくり計画

○交通計画 地域公共交通網形成計画

○防災計画 地域防災計画、自治体業務継続計画

○都市計画関連調査 交通量調査など

技術士会富山県支部事務局

２．現在従事している業務概要

５

交通計画の例：
来年３月に北陸新幹線が開業しますが。。

北陸新幹線「富山県」開業PR事務局ホームページより

これまでの駅とは違
う場所に駅が開業

中心部へ行きにくく
なる！！

新幹線駅からの便利な公共交通
を確保する計画検討が必要

２．現在従事している業務概要

６

交通計画の例：
公共交通確保の計画として。。。

高岡市：昨年度、総合交通戦略を策定
黒部市：今年度、地域公共交通網形成計画を策定予定

高岡市総合交通戦略 より

このような計画の策
定支援をしている



３．人口減少に対する地域計画での
取り組み

７

舟橋村「子育てしやすい舟橋村」
を目指した取り組み

舟橋村、富山大学地域連携推進機構が事務局となって、

民間の宅地造成事業者、造園事業者、保育事業者、金
融機関等を交えて官民連携（産学官連携）でモデル事
業を立ち上げようとしている検討・研究組織を運営支
援している。

３．人口減少に対する地域計画での
取り組み

８

舟橋村「子育てしやすい舟橋村」を目指した取り組み

S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
人口（男） 688 686 687 667 666 689 697 797 813 821 868 905 995 1,065 1,121 1,191 1,248 1,296 1,331 1,373 1,429 1,440 1,463 1,467 1,476 1,473 1,486

人口（女） 775 759 766 749 740 761 776 852 873 884 925 961 1,050 1,121 1,170 1,262 1,318 1,365 1,387 1,413 1,462 1,501 1,523 1,539 1,554 1,547 1,553

人口（計） 1,463 1,445 1,453 1,416 1,406 1,450 1,473 1,649 1,686 1,705 1,793 1,866 2,045 2,186 2,291 2,453 2,566 2,661 2,718 2,786 2,891 2,941 2,986 3,006 3,030 3,020 3,039

世帯数 350 349 359 349 350 364 377 443 450 464 501 529 588 629 667 763 803 840 862 885 933 947 966 962 972 969 974
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取り組みまでの経緯：急激な人口増加

Ｈ1→H23 522区画の造成

舟橋村の開発経緯と人口推移

ベッドタウン
として発展

３．人口減少に対する地域計画での
取り組み

９

舟橋村「子育てしやすい舟橋村」を目指した取り組み

取り組みまでの経緯：人口増加での悪影響

近隣との地価の逆転

地域格差が生まれた宅地造成

造成あり／なし
による地域間格

差

【新旧住民】
コミュニティ断片化
人付き合い希薄化
地域活動崩壊

行政依存度増加

人口増の影響

地価公示
価格

下落率も低
く、割高感

H6 H10 H15 H20 H25
舟橋村 東芦原 27,500 28,300 29,000 27,300 24,000

立山町 浦田 28,500 28,800 28,000 21,900 18,300
立山町 利田 33,000 27,500 25,000 18,700

富山市 藤木 55,000 58,800 50,000 38,000 29,600

市町村 場所
価格（円/㎡）

３．人口減少に対する地域計画での
取り組み

１０

舟橋村「子育てしやすい舟橋村」を目指した取り組み

取り組みまでの経緯：少子高齢化進展の予測
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深刻な少子化

急激な高齢化舟橋村による人口変動予測より

若者世代の転出が続き、出生率が県平均まで
落ち込むと仮定すると、急激な高齢化と深刻
な少子化を招く。と予想される。



３．人口減少に対する地域計画での
取り組み

舟橋村「子育てしやすい舟橋村」を目指した取り組み

取り組みの趣旨：子育て世代を増加させたい
舟橋村環境総合整備計画

「３つの柱」

実施方法 ： 官民連携による事業展開（ ）

対策 ①子育て世代を対象にした人口増対策（安定的な人口流入）
②若者対策（舟橋に住み続ける）
③エイジレス世代の地域における居場所・役割

①子育て世代を対象にした人口増対策

目標１

継続的な

子育て世代の

人口流入

目標２

地域課題の

解消

実現に
向けて

（１）宅地造成
・子育て世代をターゲットに

した宅地造成

（２）子育て環境の充実
・学童保育・保育所民営化、
子育てサロン事業、魅力事業の創設

・医療機関誘致

（３）京坪川河川公園の

子育てブースの新設
・子育てゾーンの新設
（H26年度用地買収区域）

（１）～（３）すべてに協働型の展開
●単なる造成ではなく、住んだ後のまちづくりまでを設計

●子育て民間サービスの提供と子育てボランティア等の人材育成
●子育て世代の利用促進と公園の運営管理

住宅メーカー、保育所運営法人、造園業者、金融機関、行政等の連携
先進的な事例を勉強 全体ビジョンを作成 事業化促進

舟橋村型モデル造成

１１

３．人口減少に対する地域計画での
取り組み

舟橋村「子育てしやすい舟橋村」を目指した取り組み

取り組みの概要：検討会の概要

１２

「子育てしやすい環境づくり」をコンセプトとした
舟橋型宅地造成ビジョン検討会 の開催

構成メンバー：住宅メーカー、造園業、保育所運営法人、
通信業者、金融機関

事 務 局 ：舟橋村、富山大学（地域連携推進機構）
新日本コンサルタント

３．人口減少に対する地域計画での
取り組み

舟橋村「子育てしやすい舟橋村」を目指した取り組み

取り組みの概要：検討会での検討内容

１３

テーマ：子育て環境の充実、地域コミュニティ醸成の公園整備、
宅地造成のあり方

第１回：検討会の趣旨説明、フリートーク

第２回：地域づくりに寄与する子育て環境
地域コミュニティを醸成する公園整備

第３回（予定）：子育て共助に寄与する宅地造成

（個別ヒアリング）･･･事業化促進の働きかけ等

第４回（予定）：まちづくりビジョンの検討

３．人口減少に対する地域計画での
取り組み

舟橋村「子育てしやすい舟橋村」を目指した取り組み

取り組みの概要：検討会の進め方

１４

各回のテーマに沿って、 村の現状説明

事例提供

ディスカッション
（整備･活用のあり方、双方の連携について議論し、意見共有）

事例提供の例



３．人口減少に対する地域計画での
取り組み

舟橋村「子育てしやすい舟橋村」を目指した取り組み

１５「国土のグランドデザイン2050」 国土交通省Ｈ26.7.4公表資料より

これから必要とされる
取り組みを先取り

３．人口減少に対する地域計画での
取り組み

舟橋村「子育てしやすい舟橋村」を目指した取り組み

１６
平成26年10月7日 北日本新聞

３．人口減少に対する地域計画での
取り組み

舟橋村「子育てしやすい舟橋村」を目指した取り組み

１７

技術者としての雑感

・これまでの公共事業は公共団体が主導
⇒公共財源の確保の難しさゆえ、民間提案主導型、官民連携へ

・いかに意識改革を図るか。
今回の業務は地域づくりにつなげる「人」づくり

⇒コンサル技術者としては、コーディネート能力が試される

官民連携の推進にあたっては
・事業実施に民間事業者の利益を享受できる仕組みの構築が必要
・公共側が事業立ち上げに支援するスキームの構築が必要

ご清聴ありがとうございました


